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１．１ 静定曲げモーメント 

問１ 曲げモーメント図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 曲げモーメント図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 曲げモーメント図を描け。 
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問４ 図１のような梁で曲げモーメント図とせん断力図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）B点と C点の鉛直反力は等しく上向きに、RB=RC=P となる。 

 

問５ 図１の梁に曲げモーメントが生じている。そのとき、荷重、せん断力、軸方向力を求めよ。 
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問６ 図１の梁で曲げモーメント図とせん断力図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図２のように反力を仮定すると、 

  04.2452.1 =+×+−=Σ kNmmkNkNmM A 、 05 =−+=Σ kNVVY BA から、 

  kNVA
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= 、 kNVB

15
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=  

  図２から、A点の曲げモーメントは、 kNmM A 2.1−= である。 

C点は、 kNmmkNkNmM C 67.44
15

22
2.1 =×+−=  
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問７ 図１のような梁で A-B 間の最大曲げモーメント B 点のそれと絶対値が等しくなるような l；a

の比を求めよ。 

 

 

 

 

 

（解）A点の反力を上向きに RAとする。 
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問８ 図１のような梁で B 点と D 点の最大曲げモーメントの絶対値が等しくなるような l：a の比を

求めよ。 

 

 

 

 

 

（解）A点の反力を上向きに RAとすると、B点に関する曲げモーメントの釣り合いから 
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問９ 図１のような梁に等分布荷重が作用している。B点、C点と梁中央の E点の曲げモーメントが

等しくなるように、l：a を求めよ。 
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問 10 図１のような荷重を受ける骨組の固定端 A点に、曲げモーメントが生じない場合の荷重 P と荷

重Q との比を求めよ。 

（解） 

荷重 P による A点の曲げモーメントは PllPM A 55 =×=  

 荷重Q による A点の曲げモーメントは QllQM A 33 =×=  

よって A点の曲げモーメントは 035 =−= QlPlM A 、 5:3: =QP  

 

 

問 11 図１に示すラーメンで A点と B点の鉛直反力を求めよ。但し、反力は上向きを（＋）、下向き

を（－）とする。 

（解）A点の曲げモーメントの釣り合いから 

 0610336 =×−×−×=Σ mVmkNmkNM BA となり 

 kNVB 2=  

 Y方向の釣り合いから、 06 =−+=Σ kNVVY BA となり 

 kNVA 8=  

  問題の注意点は、図１のように反力は図示されていない。 

よって、鉛直方向だけ求めよという設問に、反力 HAを見落 

として、X点の曲げモーメントの釣合い式により解を得る恐 

れがある。 0366 =×−×=Σ mkNmVM AX （誤った解答例） 

 

 

問 12 図 1示す３ピンラーメンの A点と B点の反力を求めて、曲げモーメント図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）C-B側の架構で C点について曲げモーメントの釣り合いを考えると 

 046 =×−×=Σ mVmHM BBC である。全体を自由体としたときの、A 点に関する曲げモーメントの

釣り合いは、 02883 =×+×−×=Σ mtmVmHM BBA となる。同様に X方向と Y方向の釣り合いは 

   0=−=Σ BA HHX 、 08 =−+=Σ tVVY BA  

よって tVA 3/16= 、 tVB 3/8= 、 tHH BA 9/16== 、 tmM D 3/16= 、 tmM E 3/32=  
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問 13 図 1示す３ピンラーメンの A点と B点の反力を求めて、曲げモーメント図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）C-B側の架構で C点について曲げモーメントの釣り合いを考えると 

 046 =×−×=Σ mVmHM BBC である。全体を自由体としたときの、A点に関する曲げモーメントの釣

り合いは、 0883 =+×−×=Σ tmmVmHM BBA となる。同様に X方向と Y方向の釣り合いは 

   0=−=Σ BA HHX 、 0=+=Σ BA VVY  

よって tVA 9/12−= 、 tVB 9/12= 、 tHH BA 9/8== 、 tmM D 3/8= 、 tmM E 3/16=  

 

問 14 図 1示す３ピンラーメンの A点と B点の反力を求めて、曲げモーメント図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）A-C架構側で C点についての曲げモーメントの釣り合いを考えると 

 043 =×+×−=Σ mVmHM AAC である。全体を自由体としたときの、A点に関する曲げモーメントの

釣り合いは、 083 =×−×=Σ mVmHM BBA となる。同様に X方向と Y方向の釣り合いは 

   08 =−−=Σ tHHX BA 、 0=+=Σ BA VVY  

よって tVA 2+= 、 tVB 2−= 、 tH A 3/8+= 、 tH B 3/16−=  

   tmmHM AD 83 =×= 、 tmmHmVM AAE 838 =×−×=  
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問 15 図１の３ピンラーメンで反力を求めよ。 

（解）図１のように反力を仮定する。X方向と Y方向の釣り合いは次式となる。 

02 =++ PHH EA              (1) 

  0=+ EA VV                 (2) 

左側架構のＣ点に関する曲げモーメントの釣り合いは 

026 =×+×−=Σ lVlHM AAC から 

AA HV 3=                  (3) 

右側架構のＣ点に関する曲げモーメントの釣り合いは 

066 =×−×−=Σ lHlVM EEC から 

  EE HV −=                  (4) 

(3)、(4)式を(2)式に代入 

  AE HH 3=                  (5) 

(1)、(5)式から 2/PH A −= 、 2/3PH E −= 、 2/3PVA −= 、 2/3PVE +=  

 

問 16 図１の３ピンラーメンで反力を求めて曲げモーメント図を描け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）ラーメン全体を自由体として、釣り合い式を求めると 

 02 =++=Σ EA HHPX 、 0=+=Σ EA VVY 、 0862 =×−×=Σ lVlPM EA である。左側架構の C 点に

関する曲げモーメントは零だから 066 =×−×=Σ lHlVM AAC となる。よって、 

2/3PH A −= 、 2/PH E −= 、 2/3PVA −= 、 2/3PVE +=  
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問 17 図１のような荷重 tP 4= と tmm 6= を受ける静定ラーメンで反力 AV 、 BV 、 BH を求めよ。 

（解） x 方向の釣り合いから、 0==Σ AHX 、 0=AH  

   y 方向の釣り合いから、 04 =−+=Σ BA VVY  

   A点に関する曲げモーメントの釣り合いから 

   08644 =×−+×=Σ lVlM BA となり、 

l
VB

4

3
2 += 、

l
VA

4

3
2 −= が得られる。 

 

 

 

 

問 18 図１のような荷重 P を受けるラーメンで反力 AV 、 BV 、 AH を求めよ。 

（解） x方向の釣り合いから、 0=−=Σ PHX A 、 PH A =  

   y 方向の釣り合いから、 02 =−+=Σ PVVY BA  

   A点に関する曲げモーメントの釣り合いから 

   008342 ==×−×−×=Σ lVlPlPM BA となり 

8/5PVB = 、 8/11PVA = が得られる。 
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問 19 図１の構造物の曲げモーメント図、せん断力図と軸方向力図を描け。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（解） 

040 =++=Σ kNHHX BA                               (1) 

    040 =++=Σ kNVVY BA                                             (2) 

012494080440 =×−×+×−+×=Σ mVmHmkNkNmmkNM BBA 　                      (3) 

       034080412 =×++×−×=Σ mkNkNmmHmVM AAB                                    (4) 

 080640106 =+×−×−×=Σ kNmkNmHmVM AAC                                     (5) 

 034066 =×−×−×−=Σ mkNmHmVM BBC                                           (6) 

未知数は４個だから(1)式～(6)式のうち４個を採用して解けばよい。(1)、(2)、(3)、(6)式により解くと 

 kNVA 2/55−= 、 kNVB 2/25−= 、 kNH A 2/65−= 、 kNH B 2/15−= となる。この解を(4)、(5)式に代

入しても成立することが分かる。（確認せよ） 
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問 20 図１のようなラーメンで曲げモーメント図、せん断力図、軸方向力図を図示せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解） 

  0160320 =−−=Σ AHkNkNX 、 0=+−=Σ BA VVY 、 01631609320 =×−×−×=Σ BA VM が得られ、 

 これらを解くと、 kNVA 150= 、 kNVB 150= 、 kNM A 160=  
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問 21 図１のラーメンで曲げモーメント図、せん断力図、軸方向力図を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解） 020 =−=Σ BHkNX から、 kNH B 20= 。 04/20 =×−+=Σ mmkNVVY BA  

   07360780580220 =−=×−−×+×=Σ BBA VkNmmVkNmmkNmkNM から 

   kNVA 7/200= 、 kNVB 7/360=  
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問 22 図１のような静定３ヒンジラーメンの曲げモーメント図を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）鉛直反力は上向きである。よって、C 点の曲げモーメントの釣り合いから、HA と HB は図２の

ように内向きになる。右側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 

0=×−×=Σ aVaHM BBC 。 

左側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 02 =×+×−=Σ aVaHM AAC 。 

X 方向、Y 方向の釣り合いから 0=−=Σ BA HHX 、 0=−+=Σ PVVY BA となる。 

HB=VB、VA=2HA、HA=HB、から
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問 23 図１のような静定３ヒンジラーメンの曲げモーメント図を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）水平反力は左向きである。よって、C点の曲げモーメントの釣り合いから、VAは下向き VBは上

向きとなる。右側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 0=×−×=Σ aVaHM BBC 。 

左側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 02 =×−×=Σ aVaHM AAC 。 

X 方向、Y 方向の釣り合いから 0=−−=Σ BA HHPX 、 0=+−=Σ BA VVY となる。 

  HB=VB、VA=2HA、VA=VB、から
3

P
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H B = 、
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2P
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問 24 図１のような静定３ヒンジラーメンの曲げモーメント図を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）水平反力は左向きである。よって、C点の曲げモーメントの釣り合いから、VAは下向き VBは上

向きとなる。右側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 0=×−×=Σ aVaHM BBC 。 

左側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 02 =×−×−×=Σ aPaVaHM AAC 。 

X 方向、Y 方向の釣り合いから 0=−−=Σ BA HHPX 、 0=+−=Σ BA VVY となる。 

  HB=VB、VA=2HA、VA=VB、から
3

2P
H A = 、

3

P
H B = 、
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P
VV BA ==  
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問 25 図１のような静定３ヒンジラーメンの曲げモーメント図を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）水平反力は左向きである。よって、C点の曲げモーメントの釣り合いから、VAは下向き VBは上

向きとなる。右側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 0=×−×=Σ aVaHM BBC 。 

左側の架構による C点の曲げモーメントの釣り合いから 02 =×−×−=Σ aVaHmM AAC 。 

X 方向、Y 方向の釣り合いから 0=−=Σ BA HHX 、 0=+−=Σ BA VVY となる。 

  HB=VB、HA=HB、VA=VB、から
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問 26 図１、２、３で柱 A-Bに生じる軸力の絶対値の大きい順に並べよ。 

 但し、h＞l＞a である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図４のように、A点の反力は RAとなり水平と鉛直の分力に分けると HA、VAである。逆対称で

あるから、 2/PH A = で、 0=⋅−⋅=Σ lVhHM AAC 、 lPhVA 2/= を得る。 

22
cos

ha

h

+
=α 、

22
sin

ha

a

+
=α だから、

2

2
22

1
2 l

hP
VHR AAA +=+= を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

図４の場合は 

 
2222

1
22

cossin
ha

h

l

Ph

ha

aP
VHR AA

+
⋅+

+
⋅=+= αα                                (1) 

図５の場合は 

 
l

Ph
VR A

2
2 ==                                    (2) 

図６の場合は 

 
2222

3
22

cossin
ha

h

l

Ph

ha

aP
VHR AA

+
⋅+

+
⋅−=+−= αα                 (3) 

問題図のように、具体的な長さが設定された場合、 31 RR > となるが、R2 との比較は難しい。例えば、

階高 h を設定しない場合は 321 RRR >> といえる。 
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